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　サントアマーロは、バイーア州都サルヴァドールか
ら西方約 80km に位置する、面積 493㎢、人口 6 万人
の都市だ。サントアマーロ・ダ・プリフィカサォンと
いう愛称で言われることが多い。バイーア・ジ・トー
ドス・オス・サントス湾を囲むこの地域一帯はヘコン
カーヴォ・バイアーノと呼ばれている。
　サントアマーロはポルト
ガル人入植者たちによって
1557 年に村として誕生した。
16 世紀から 20 世紀のはじめ
まで、サトウキビ、タバコ、
キャッサバ芋の主要生産地と
して栄え、1837 年には Leal 
Cidade de Santo Amaro と
いう名で市に昇格した。1847 年からサルヴァドールか
らの定期船が出るようになると、人の往来が激増した。
1855 年にはコレラが流行し、市の人口の半数以上が亡
くなった。現在のサントアマーロの主要財源は観光産
業だ。古い教会や邸宅建築が多いほか、あまり知られ
ていないが、滝やビーチなど、美しい自然の見どころ
もある。
　サントアマーロは、1960 年代から活躍し、82 歳
となった現在も第一線で活躍している国民的歌手カエ
ターノ・ヴェローゾと妹で歌手のマリア・ベターニア
が生まれ育った地として有名だ。また、カルメン・ミ
ランダのために作られたといわれるサンバの名曲「ブ
ラジルパンデイロ」の作者であるアシス・ヴァレンチ
もサントアマーロ出身だ。音楽的にこの地域はサンバ・
ジ・ホーダ発祥の地とされて
いる。サンバ・ジ・ホーダと
は、サンバの起源といわれて
いる音楽のジャンルで、ギター
とパンデイロ、プラト・イ・
ファカ（お皿とナイフ）など
の打楽器の伴奏で歌われる歌
と、独特のステップを踏むダ
ンスが特徴だ。
　年間を通じて多くの宗教的な祭りや祝いごとが開催
されるが、毎年カーニバル前の 1 月末から 2 月初めに
Lavagem da Purificação という市最大のお祭りが催
される。管楽器で街中を練り歩く楽団のパレードが行
われるほか、ノッサ・セニョーラ・ダ・プリフィカサォ
ン教会前の広場にはステージが設置され、主にバイー
アにゆかりのあるアーティストが出演しお祭りに花を
添える。年によって変わるが、カエター
ノやマリア・ベターニアは元より、カエ
ターノの息子モレーノ・ヴェローゾ、ジ
ルベルト・ジルやカルリーニョス・ブラ
ウン、エルバ・ハマーリョ、マルチナー
リアなどの一流歌手たちが、1 日中ス
テージで無料コンサートを行う。これを
目当てにブラジル全土から観光客が多
く集うほどだ。

文：株式会社アルファインテル

写真＝永武ひかる
「表紙のひとこと」
「リオ湾岸地区で目にとまったグラフィ
ティ『日曜午後の散歩』Airá Ocrespo
作。元絵は 19 世紀、当時の暮らしを描
いた Jean-Baptiste Debret の作。黒い
肌に裸足の面々が洒落た格好で楽器を鳴
らし、そぞろ歩きか。当時の音を聞きた
くなる」
永武ひかる : ブラジル撮影約 30 年、著作に
写真絵本「世界のともだち 3 ブラジル」（偕
成社）等。www.hikarunphoto.com 
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ブラジル・ナウ

ブラジルと広島の交流を推進するため 1969 年に創立。在広島ブラジル人との多文化共生社会を支援し、
ブラジル広島文化センター（県人会）と県、市ほか関係市町村と連携を取りながら活動している。法人
会員 75、個人会員 80。田中秀和会長（6 代目、2020 〜）は、在広島ブラジル連邦共和国名誉領事。

広島日伯協会

映像作家岡村淳さん上映会
被爆者協会の故森田隆さんをしのぶ

　上映会・トークイベント『ブラジル在住の映像作家　岡村淳の世界』
が８月 17、18 の両日に開かれ、それぞれ約 20 人が参加した。昨年
10 月、今年５月につづき３回目。被爆 79 年関連企画となったこの
たびは広島日伯協会が協賛した。
　岡村さんは 1987 年にブラジルに渡って以来、映像作品を制作・
発表。2013 年にはじめての著書『忘れられない日本人移民 ブラジ
ルへ渡った記録映像作家の旅』( 発行・港の人 ) を刊行した。

　その中で一章を割いて
いる在ブラジル被爆者協
会（現在は解散）の元会
長で、８月 12 日に 100
歳で亡くなった森田隆さ
んの映像を上映したこと
もあり地元紙も大きく取
り 上 げ た。 森 田 さ ん は
21 歳で被爆、1956 年に
ブラジルに移住した。84
年に被爆者支援団体を立
ち上げ、在外被爆者の支
援活動を展開した。17
日には「私の戦後は終わ
らない ブラジルに渡った

被爆者たち」（1995 年、30 分）、「リオフクシマ」（12 年、104 分）
を上映。翌 18 日には、「消えた少女たちの夢 アルゼンチンの被爆花
嫁たち」（96 年、30 分）、リオフクシマ２（18 年、102 分）を上映
した。
　被爆地を中心にした活動やニュースが多く報じられるなか、多角
的に被爆問題を考える場ともなった。被爆者継承事業の関係者や、
長く在外被爆者巡回診療に携わった在広の医師らも来場した。
　岡村さんは「ご近所さんだった森田さんへの思いはあまりある。
これだけ広島で森田さんが慕われていたとは驚き」と話した。次回
の上映会の主催を提案する来場者もおり、今後、広島各地での上映
会も期待される。

土橋フェイラ、ブラジル人雑貨店も参加

　昨年から市内のカフェで開催されている「土橋フェイラ」が定着
してきている。ブラジルに滞在経験のある店長がブラジルの朝市

（フェイラ）を通してブラジルの文化や賑わいを創出することを目的

に 開 い て い る。
産地直送の野菜
やパステル、ブ
ラ ジ ル の お 菓
子 な ど も 販 売、
フェイジョアー
ダなども提供し
ている。
　広島市内に今
年、ブラジル食材や雑貨を販売する店を開いたダニエリさんも声を
かけられて初出店。ブラジルのお菓子や調味料に関心を示す来場者
に笑顔で対応していた。
　「店の宣伝にもなった。こうした場で広くブラジルの文化などが知
られるのは嬉しい」と笑顔を見せていた。

ブラジルで修行したギターを披露
金田聖治さんが広島で初ライブ

　ブラジルで音楽を深く学んだ金田聖治さん（奈良県在住）が広島
市内のカフェでライブを行った。ブラジルで親交のあった店長が呼
びかけ実現した。
　金田さんは関西での活動後、2009 年に拠点をサンパウロに移し、
サンパウロ州立音楽院に入学。ブラジル人ミュージシャンに師事し
ながら、サンパウロ市内のバーやレストラン、イベントも行い研鑽
を積んだ。昨年帰国してからは、ギター教室などで後進の指導に励
んでいる。
　ライブでは自作曲を含め 10 数曲を披露、参加者らは、独特の世
界感に酔いしれていた。会場となったカフェの店長で今回のイベン
トを企画した堀江裕介店長は「広島にブラジルの風を運んでくれた。
また開催できれば」と話していた。

広島からTudo Bem? サンバの深奥さに改めて思いを馳せる
　朝日新聞社が出版事業の一環として朝日新書を出版して
いるように、フォリャ・デ・サンパウロ新聞社はフォリャ・
エスプリカという入門書的新書シリーズを刊行している。
そのラインアップ（既に 70 冊以上刊行されている）をみ
ると、朝日新書よりも、ちくま新書や中公新書で刊行され
てきた新書群に近いものが多いが、このシリーズの一冊『ブ
ラジルにおける人種主義』（2001 年刊）はブラジルにお
ける人種問題をわかりやすく解説している良書である。そ
の歴史的背景を読み解きながら、様々なエピソードを交え
つつ、平易な文体で叙述しているからだ。その著者、歴史
人類学者リリア・モリツ・シュワルツ教授は、第 1 章に
おいて、1930 年代になって、それまでネガティブに捉え
られていた人種混淆というファクトをポジティブにとらえ
る視点が一般国民にも受け入れられる時代となり、「黒人
の騒音」とみなされていたサンバが国民文化に“昇格”し
ていった、と説いている。
そのさわりの部分を翻訳すると、

「（1930 年代に入ると）様々な文化構成要素の非アフリカ
化が進むようになり、そのプロセスと並行して、公的なス
ペースにおいて『人種混淆がナショナルなものに転化』し
た。例えば、以前は『奴隷の食い物』として知られていたフェ
イジョアーダが、1930 年代に入ると、『国民食』に昇格し、
人種混淆をシンボリックに象徴する代表料理の地位を得る
ことになった。黒フェイジョン（インゲン豆）とコメが、
ブラジル国民を構成する二大人種（黒人と白人）を隠喩的
に意味し、そこに、森林の緑を象徴するコウベ（ケール）と、
金色を象徴するオレンジが加わって、フェイジョアーダが
完結する。
　フェイジョアーダの例だけではない。1890年の刑法では
犯罪と規定され、19世紀末まで警察によって弾圧されてい
たカポエイラも、1937 年に国民的スポーツとして正式に
認知された。同様に、社会的に疎外されていたサンバも正
式に国民文化となり、1935 年からエスコーラ・デ・サン
バのパレードが正々堂々と街頭で行われるようになった。」

　すなわち、19 世紀後半に誕生したと思われるサンバは、
1920 年頃までは、まだ、公共スペースでは演奏が禁じら
れていたのだ。初期サンビスタの一人ジョアン・ダ・バイ
アーナ（1887-1974）の証言によれば、彼が 1908 年リ
オのペーニャ通りでサンバを演奏していたら、警察にパン
デイロ（タンバリン）を没収されてしまった。彼いわく「そ
のころサンバは禁じられていて、パンデイロも禁止だっ
た」。そんなサンバ受難の時代も、徐々に変化していき、

1916 年には、最初のサンバアルバム“Pelo Telefone”
のレコーディングが行われ、1933 年になると、ヴァルガ
ス政権で法務大臣や外務大臣を務めたオズワルド・アラー
ニャが、ピシンギーニャ率いるサンバ演奏を聴いた後、有
名なサンバ礼賛演説をぶつ。「（サンバ演奏に対して）私が
持ち合わせるのは称賛の言葉だけだ。彼らこそ我が祖国を
代表する人々だ。私は真の国民音楽であるサンバを、ずっ
と長いこと応援しつづけてきた者の一人だ。（中略）ブラ
ジルは、この新しい音楽、我々独自の音楽とともに、これ
からは自分たち自身を崇拝して行くことだろう。」という、
威勢のいいナショナリスト的発言だった。
　エルマノ・ヴィアナの快著『ミステリー・オブ・サンバ』
によれば、サンバが国民音楽になれたのは、1926 年にピ
シンギーニャと出会った社会人類学者ジルベルト・フレイ
レという仲介者のおかげだ、となる。といった、様々なエ
ピソードを軽くフォローするだけでも、実にワクワクして
くるのであるが、サンバの意味する世界の広さ、深さ、多
様さは、強烈に面白い。
　例えば、弁護士転じてサンビスタ、作詞作曲家にして歴
史研究者でもあるネイ・ロペス（1942 年生まれ）は、中
高生向け『学習用アフロ・ブラジル辞典』において、サン
バをこう定義している。
　「アフリカ起源の、ブラジルで古くから存在してきた様々
な舞踊、並びに、そうした舞踊それぞれに随伴する音楽、
その両方の総称。現代では、サンバという名詞は、その主
たる骨格を構成し、ブラジルポピュラー音楽（MPB）の
主流となっている多様な音楽表現を意味する。その起源が
バントゥー語であることは議論の余地のない明白なことで
あるが、サンバという用語は、南部ラプラタ（ウルグアイ）
地方においてはサンバないしセンバと呼ばれており、カン
ドンベとして広く知られている祭礼をも意味していた。」

　と、ざっくりとサンバの意義をメモしてみたが、弊誌の
今号の特集「サンバの奥深さを語る」を通じて、改めてサ
ンバの多層的魅力を再考したい。
　大変刺激的な論稿を寄稿していただいたのが、クラシッ
ク音楽を英国と米国で究めてからサンバの世界に転じた
異才である加々美淳さん、そして、リオのパーカッショ
ン部隊を 20 年間も現場で率いてきたことで、Império 
Serrano の認定指導者証を授与されたケイタ・ブラジル
さん、のお二人である。お二人の玉稿を玩読していただけ
れば幸いである。

岸和田仁（『ブラジル特報』編集人）
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●特集● サンバの奥深さを語る

バークリー・ロンドン経由リオへ
サンバのとてつもない奥深さ
サンバとの出会い

　僕が初めてブラジルを訪れたのは 1981 年。
もう 43 年も経ったとは、月日の流れには驚
かされる。ブラジルへ行ったのはサンバを知
りたかったからだ。僕が初めてブラジルのサ
ンバを聴いたのは、イギリス王立音楽大学時
代、友人の家でのレコードだった。バークリー
音楽大学時代に、アメリカ人が演奏するサン
バを聴いたことは何度もあった。しかし、小
さい頃からウィンナ・ワルツが好きだった僕
は、イギリスの友人宅で初めて聴いたブラジ
ルのサンバにウィンナ・ワルツと同じ揺れを
感じ、サンバに深い興味を持ったのである。
ブラジルのサンバに、バッハからのクラシッ
ク音楽の流れがあることも面白く、当時の僕
には新鮮だった。
　アメリカとイギリスでの生活経験がある僕
にとって、ブラジルでの生活は驚きの連続で
あった。とにかく皆お喋り好きである。信号
待ちしている時も話かけられてしまう。当時
の僕はポルトガル語がまだちゃんと話せな
かったが、少し話すと皆喜んでくれて、皆ポ
ルトガル語を教えてくれた。これは、アメリ
カでもイギリスでも経験したことがなかった
ので、面白かったし、嬉しかった。

師匠ジョルジーニョについて

　Jorginho do Pandeiro（ジョルジーニョ・
ド・パンデイロ　1930 － 2017）という音
楽家をご存知だろうか。16 歳でプロデビュー
して以来、70年間に渡ってブラジルのサンバ・
ショーロ界を形作ってきた打楽器奏者・作曲
家であり、ブラジル音楽界の至宝である。幸
運にも僕は、1986 年からジョルジーニョが

亡くなる 2017 年までの 31 年間、彼に師事
することとなったのである。
　ジョルジーニョとの出会いは、とても素
晴らしいものであった。当時 僕は、日本で
言う美空ひばりさんのような国民的大歌手
Elizeth Cardoso （エリゼッチ・カルドーゾ
1920 〜 1990）の家によく遊びに行っていた
のだが、ある日、エリゼッチがジョルジーニョ
の家の電話番号を教えてくれたのだ。 すぐに
電話をかけてみたら、なんと、いきなり本人
が出た。「僕は日本人で、日本からサンバを
勉強しにブラジルに来ている」と伝えた。ジョ
ルジーニョは「今どこにいる？住所は？今か
らそこへ行くから待っていろ」。半信半疑で
待っていると、2 時間後、彼は本当に僕の部
屋まで来てくれた。当時の僕にとって、ジョ
ルジーニョは雲の上の音楽家で、レコードで
しか聴いたことのない“ブラジル音楽界の至
宝”なのだ。そんな偉大な音楽家が、パンデ
イロを持って僕の部屋を訪ねて来てくれてい
る。感動した！ 
　ジョルジーニョは、色々とサンバの話をし
てくれて、パンデイロを演奏してくれた。そ
して僕に「ギターを弾いてみろ」と言った。
僕は、自分なりに学んだサンバを弾いた。ジョ
ルジーニョは「なかなか弾くじゃないか」と
言ってくれた。そうでしょう！と内心鼻が高
くなっていた僕に、ジョルジーニョは「次は
サンバを弾いてみろ」と言ったのだ。訳が分
からなかった。その時ジョルジーニョに言わ
れたことが「君はサンバをリズムだと考えて
いる。サンバとはリズムの名前ではなく、グ
ルーヴ（balanço　バランソ・揺れ）の名前
なんだよ」。僕は本当に驚いた。それまでリ
ズム練習を毎日欠かさずやってきたのに無駄
だったのか、と愕然とした。（後々、リズム

とグルーヴの関係を研究する
には、リズム練習がとても大
事だということに気付くこと
になる。）ジョルジーニョの
この言葉が大きなきっかけと
なり、本気でサンバを学ぶに
は、今まで音楽大学で学んで
きたことを一度全て捨てなけ
ればならない、と、僕は覚悟
を決めたのだ。

改めてサンバとは？

　では、サンバのグルーヴ、揺れとは何か？ 
一説によると、全ての音楽は言語のグルーヴ
から生まれる、と言われている。その説に則っ
て考えると、サンバは、ブラジル・ポルトガ
ル語のグルーヴから生まれた音楽である。ブ
ラジル・ポルトガル語を音楽的に考えてみる
と、発音がリ
ズム、発声が
グルーヴだと
捉えることが
できる。そう
考えると、リ
ズ ム か ら グ
ルーヴは生ま
れ な い。 グ
ルーヴの中に
リズムが存在
す る の で あ
る。つまりサ
ンバは、ブラ
ジル・ポルト
ガル語の発声＝グルーヴと、発音＝リズムの
組み合わせから生まれた音楽だと言えるであ
ろう。例えば、日本では「サンバ・ ボサノバ 
はシンコペーションが沢山あって難しい」と
いう声をよく聞くが、ブラジルでは聞いたこ
とがない。ポルトガル語ではそれが当たり前
だからだ。ポルトガル語は基本的に、単語の
終わりの一つ前にアクセントがある。音楽的
には、そのアクセントが小節の頭、もしくは
16 分音符 1 個分前にくる。だから、アクセ
ントの前の音は、全てシンコペーションにな
るのである。
　随分前の話だが、ポルトガル語の Estrela

（エストレーラ）、 Passarela（パッサレーラ）
等の rela の発音が上手くできなくて友人に
注意されたことがあった。僕は「じゃあブラ
ジル人はみんなできるのか！」と、ムッとし
てしまった。彼は一瞬考えて、「アイツでき
ない！」。そうか、ブラジル人でもできない
のか。その時、日本でも日本人より綺麗な発
音ができる外国人がいるけれど何かが違う、
酷い発音の日本人なのに日本人だと分かる、
これは一体何なのか、と思った。そして、話

すとは作曲なのだ、と気が付いた。話し言葉
とは、言語とメロディがあって成り立ってい
ることに気付いたのである。それから、会話
する時には発音だけではなくメロディも聴く
ようになり、サンバがますます面白くなって
いった。
　リオデジャネイロでのレコーディングを重
ねるうちに、気付いたことがある。一緒に演
奏する時、ブラジル人は他のプレイヤーに合
わせての演奏はしない。楽曲の中の自分の役
割に徹するのだ。そこから素晴らしい演奏が
生まれる。人と合わせるのではなく、自分と
その楽曲の関係を演奏するのである。その時
に演奏者が共有するのが、ブラジル・ポルト
ガル語のグルーヴなのである。　

多文化共生の国ブラジル

　ブラジルは、私達日本人にはなかなか理解
し難い国なのではないかと思う。国土の広さ、
言語の違い、気候など、沢山のことが日本と
は異なっている。北が暑く南が寒い、それだ
けでも少し難しいのではないか。黒人、奴隷
など、現代社会では問題になりかねないよう
な言葉も平気で使う。黒いから黒いと言い、
奴隷だから奴隷と言う。そう言えるのは、差
別がないからだろう。ブラジルは、多文化共
生の国なのである。サンバがそれを象徴して
いる。
　ブラジルの友人が、自分の両親、両親の両
親、そのまた両親がどこの国の人なのか話
してくれたことがあった。結局、８ヶ国くら
いの国名が出てきたので、「そうするとお前
は何ジン？」と聞いたら、「オレはブラジル
人！」。スゴイ！ わからないくらいの混血が
ブラジル人なのか！！ サンバを、外国人（ブ
ラジル以外の国の人）が習得するのは難しい。
色々な国をルーツに持つ作曲家がいるので、
曲調が作曲家によって全然違う。曲調が違う
と、別の音楽に聴こえたりする。でも、全て
サンバなのだ。

　ここで、ジョルジーニョの言葉を思い出す。
「サンバとは、グルーヴ（揺れ方）の名前」。
曲調が違っても揺れ方が同じ、それこそがサ
ンバなのである。ポルトガル語という共通の
言語から生まれた音楽、サンバ。そこに、多
文化共生が確かに存在する。
　ブラジル人の友人との会話でこんな話が
あった。彼は何年も一緒に演奏している
ミュージシャンの悪口をよく話しており、嫌
いだと言うので、ある日尋ねてみた。「そん
なに嫌いなのに、なんで長い間一緒に演奏し
ているんだ？」。彼の答えは、「え？あいつ上
手いよ！」だったのだ。坊主憎けりゃ袈裟ま
で憎い、は、この国では通用しないのだ、と
思った。そして、多文化共生とはこういうこ
となのかな、と考えるようになったのだ。自
分が嫌いな人の能力を認めることができる人
達、そんな人達が集まっている国ブラジル。
そして、そんな国の音楽がサンバなのだ。
　リオデジャネイロから来たブラジル人の友
人を車に乗せて、都内を走っていた時のこと
である。信号待ちで止まった所の横で、幼稚
園の運動会の閉会式をやっていた。友人が「あ
れはなんだ？」と聞くので説明をしたら、「す
ごい、あんな小さい子達が並んでいる。ブラ
ジルは大人も並べないのに！」と、とても驚
いていた。ブラジル人は人と同じ動きができ
ない、と言うより、人と同じことをするのが
嫌なのだ。音楽の世界でも、人と同じような
演奏はしたくない、誰々のコピーなんてとん
でもない、というミュージシャン達が大勢い
る。それがサンバの世界なのである。

楽器の練習は
サンバの勉強ではない

　ジョルジーニョとランチをしていた時だっ
た。「どうして最近のミュージシャンは楽器
の練習ばかりして、サンバ 、音楽の勉強をし
ないのだろうか？」。
　ジョルジーニョの兄であり、サンバ・ショー
ロの 7 弦ギターの奏法を確立した天才、Dino 
7cordas （ディノ・セッチコルダス 1918 〜
2006）に言われたことがあった。「ギターの
練習をするな。ギターが上手くなってもサン
バは弾けないよ」。
　ジョルジーニョが来日した時のことだ。日
本のミュージシャンの演奏を聴いて、「みん
なこんなに上手いのに、なんで正確な演奏を
するんだ？」と不思議がっていた。日本では
正確な演奏を求められることが多いのに…。
つまり、正確な演奏では、音楽が“揺れ”な
いのだ。音楽とは、サンバとは、難しいもの
である。
　学生時代、自分が生涯を通して追求できる
音楽を求め、サンバに辿り着いた。ブラジル・
ポルトガル語が醸し出す美しいメロディと独
特の揺れ、様々な国をルーツに持つ人達から
生まれてくる豊富な曲調。サンバは美しい。
ブラジルで演奏活動をするようになってか
ら、自分の意識の変化に気が付いた。それ
は、人と自分を比べなくなったことだ。自分
のルーツは自分だけのものであり、自分の中
から生まれてくる音楽は自分だけのものであ
る。それを、人と比べても意味のないこと。

そういう喜びも、サンバ
とブラジル、そしてブラ
ジル人に気付かせても
らったことだ。感謝して
もし尽くせない。その思
いを胸に、自分と音楽の
関係をどこまで深めてい
けるのか、どこまで追求
していけるのか。僕自身、
これからの自分自身を楽
しみにしている。

◀︎師匠 Jorginho ファミリーと。
左から、Celsinho、Jorginho、加々美、Ginho

▲ Rio/SantaTereza のスタジオで、レコーディングの様子 ▲ Rio/Santa Tereza のレコーディングスタジオからの風景

加々美淳
（ギタリスト・ヴォーカリスト）

PH:K.Ichikawa

Radio Nacional での公開生放送の様子。
右端は、師匠 Jorginho ▶︎
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▶︎
サ
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。
　Foto: Tyno C
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と
筆
者
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Foto: Tyno C
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●特集● サンバの奥深さを語る

ブラジルとのリズム人生
＜前編＞

27年の年月が最初の渡伯から過ぎ
た。2024 年は地球を２周、自

身 33・34 回目となるブラジルでの活
動をして来た。そんな私は 4 歳から演
奏を学び始め、中学生時にポリネシア文
化センターでタヒチアンドラムを学んで
以来、欧州・米国・中東・アジアの各地
で音楽活動をして来た。1997 年よりブ
ラジルでの活動を開始。リオデジャネイ
ロ、サンパウロ、ミナスジェライス、パ
ラー、ペルナンブーコ、バイーアの各地
で 「ブラジルの音楽とは？」「ブラジル
のリズムとは？」と探求。幾多のメスト
レたちに学び、ブラジルを代表する様々
なジャンルの著名ミュージシャンたちと
共演して来た。また、在外ブラジル人た
ちとの各地での共演やレクチャー（ポル
ト、コインブラ、リジュボーア、バルセ
ローナ、パリ、ロンドン、ニューヨーク、
LA 他）では、ブラジル国内では逆に見
えにくい本質を学んだりもして来た。

 

本物を本場で、その実態を確かめず
に、ブラジル自体もポルトガル語

も知らずに、日本で自分勝手にブラジル
に憧れ、謳っていても、それは単なる個
人的妄想で、現実のブラジルでは無い。
だから本場（ブラジル）で実際にトコト
ンやる必要がある、行かねばならないと
高校時代に決意。その後は本場で活動し、
本物に長年関わるだけでなく、それは評
価され、知られる成果、実績、ブラジル
への貢献となるのか？　ブラジル人でも
ないのに、ブラジルや第三国で評価され
るくらいやらずに、ブラジルをどう表す
事ができるのか？ と思い、結果的にブ
ラジルで、日本で、そして様々な世界各

地の第三国
に呼ばれて
活動して来
た。
 

打楽器奏
者とし

て、 こ れ ま
で色々な国
籍、 ジ ャ ン
ルの作品に参加してきた。その殆どが、
ブラジル各地で長年習得してきた種々の
フォルクローリカを用いたものだ。これ
まで日本の人気著名アーティスト（日本
レコード大賞を複数回受賞、紅白やフジ
ロックに何度も出場）の作品、世界的な
英国人 DJ のテクノ作品、グラミー受賞
英国人の作品、大好きなキューバ音楽の
一流奏者たちとも共演して来た。しかし、
やはりブラジルのアーティストの作品へ
の参加こそ別格の至福であった。少し
選んでみると、Moacyr Luz e Samba 
do Trabalhador のコアメンバーで長年
共演している Mingo Silva のソロ作品、
Império Serrano（以下インペーリオ・
セハーノ）のアルバムへの招集（CD の
帯にも記名）、イタリアから世界（日本
でもメジャー）リリースされヒットした
ブラジル人デュオ Kaleidoscópio のア
ルバムへの参加曲についてブラジルで評
価され事、そしてブラジルのエッセン
シャルな音楽を最もセンス良く世界に配
給し続けている事で知られる英国のレー
ベル Mr.Bongo のコンピレーションに
私のフィーチャリング曲が選ばれた事な
どだ（しかも私をブラジル人だと勘違い
している）。

33回目のブラジルでの活動は、
2024 年明けより開始。ミュー

ジシャンとして例年通り、巨匠 Moacyr 
Luz（モアシール・ルース：数々の有名
曲の作者・著名ミュージシャンへの楽曲
提供も多数、ラテン・グラミー賞ノミネー
ト、ブラジル音楽大賞複数回受賞）率い
る、Samba do Trabalhador と の 12
年 目 〜 60 数 回 目 の LIVE（Roda de 
Samba）に毎週出演して来た。会場で
ある Renascença Clube の公式 SNS
では今年も（毎年）が複数紹介された
が、ご覧になった方はいらっしゃるだろ
うか。外国人として初めてここに出演を
許され早 12 年。彼らと小生との長年に
渡る活動は、世界配信放送の英：BBC 
World News TV や、O GLOBO 紙 で
は何度も紹介された。一方いつもながら、

日本で息巻くブラジル音楽関係者、レ
ポートする日本メディアや日本人ジャー
ナリストは現場には誰もいないので、仕
方なく自ら NHK、J-WAVE、音楽誌、
共著書、ネット他で何度も日本へご紹介
して来たが、読者の諸兄はご存知だろう
か。サンバに限らず、様々なジャンルの
リオを代表するミュージシャンたちとこ
こで共演させていただいて来た。
 

Renascença Clube（ヘナセンサ・
クルービ）は、今年 73 周年を迎え、

既にリオ市無形文化遺産にも指定されて
いるが、この 5 年ほどですっかり観光
地化されてしまった。その名「ヘナセン
サ」＝ルネッサンスが表すように、リオ
におけるアフロ・ブラジレイラ文化の
再生、復興、発展のために 1951 年に
創立された。場内奥手のクアドラの壁中

に並ぶのは、ネルソン・マンデラやマー
ティン・ルーサー・キング・ジュニアか
ら、レリーア・ゴンザーレスまで、様々
なアフリカ系指導者たちの大きな肖像と
メッセージだ。また、小生：アジア人の
噂を聞き付けた、サンバ好きの韓国大使
もやってきて熱唱し、話題となった。

サンバとは何か？ Renascença Clube
は、サンバの本場：リオを代表す

る Roda de Samba（ホーダ・ヂ・サン
バ＝輪になってサンバする、サンバの原
形）の歴史的な現場だ。イベントの内容
は基本的には Samba de Raiz：サンバ・
ヂ・ハイース（ルーツ・サンバ）のホーダだ。
その看板的存在が、毎週月曜、モアシー
ル・ルースによって主宰され“Melhor 
Roda de Samba”の受賞もしたのが
Samba do Trabalhador：サンバ・ド・
トラバリャドールなのだ。日本の雑誌に
て本邦初紹介し、モアシール・ルースへ
のインタビューも複数掲載した。その後、
日本のメガストアや専門店でもその CD
や DVD が販売されて来た。
　筆者が最初に訪れた 2006 年〜 2010
年代初頭頃は、今のように商業化されて
おらず、リオを代表するサンバの作曲家
たちが毎週、新曲を持ち寄って演奏す
る、まさに作曲のためのクリエイティヴ
なホーダだった。ここでは商業的にポッ
プな内容や、いわゆる「パゴーヂ」、そ
してサンバの深遠な意味合いを知らず、

「表層だけを真似て形骸化してしまった
アレンジだけのサンバ」、などではなく、
脈々と伝わるルーツ・サンバのルネッサ
ンス「サンバとは何か？」がまさに色濃
く行われて来た。2000 年代に日本でよ
く「ラパ地区の新世代によるルーツ・サ
ンバの復興」と、現地に来て観たことも

ない日本人音
楽ライターた
ちに紹介され
ていたが、実
は 復 興 商 業
化 し た 観 光
地：ラパ地区
のブチキンで
はなく、観光
客が来ない郊
外地区にある
Renascença Clube こ そ が そ の 激 震
地だった。そして多くの有名アーティ
ストが生まれては巣立って行った。コ
ロナ禍後はメンバーがさらに変化し
た。 巨 匠 Moacyr Luz 率 い る Samba 
do Trabalhador にはインペーリオの
創始者で歴史的名曲の作者として有名
な Silas de Oliveira の 孫、Junior de 
Oliveira がメンバーとして活躍してい
る。彼と長年共演しているが、モアシー
ルを直接紹介してくれたのは、初期のメ
ンバーで、インペーリオ・セハーノで
若い頃に共に演奏した Thiaguinho da 
Serrinha だった。
 

Serrinha ：セヒーニャとは、リオで
唯一、サンバのルーツであるウンビ

ガーダの一つ「Jongo」が一度も途絶
えることない伝統で知られる Império 
Serrano の本拠地 Morro da Serrinha
の事だ。チアギーニョはその名に冠され
る様に Jongo da Serrinha 生え抜きの
インペリアーノである。
　Seu Jorge の片腕として頭角を表し
た Pretinho da Serrinha、Serrinha
で学んだアーティストの一人、Rodrigo 
Maranhão の片腕 Fofāo da Serrinha
ほか、皆、演奏を長年して来た仲間
達 だ。 今 年 の Marisa Monte の 公 演
にメンバーとして来日した Pedrinho 
da Serrinha、10 月 に 公 演 来 日 し た
Arlindinho の父親 Arlindo Cruz 他、歴
代多数のインペリアーノたちがブラジル
音楽を支えてきている。
　“Serrinha”といえば、「ブラジルの
音楽とは何か？」を網羅・体現した金
字塔的存在 Clara Nunes のキャリア絶
頂期の名盤「Nação」（東芝 EMI より
1982 年に日本盤がリリース）にも同名
曲が収録され、インペーリオ・セハーノ
の本拠地あり、自身が通い Jongo を学
んだ場所として、オマージュされている。

メンバー募集中：ブラジルに限らな
いが、リズムの意味と歴史、ルー

ツを知ると、その意味合いや背景のダイ
ナミクスが圧倒的に見えてくる。そして
行為の意味や精神性も見えてくる。それ
がサンバの様に、世界各地にリズムの
ルーツを持ち、ブラジルと各ルーツを多
重レイヤーでグラデーションする複雑な
リズムであるほど、意味合いを知る必要
がある。
　ブラジルを代表する名曲や名手たちを
輩出してきたインペーリオ・セハーノに
所属し、カルナヴァルで長年活動するだ
けでなく、選抜ショウメンバーとしての
活動を経て、外国人初の公式指導者に
認定された事は、ブラジル最大手の TV 
GLOBO の番組や O GLOBO 紙でもご
紹介をいただき、私の特集番組や有名映
画監督による単独ドキュメンタリーも制
作された。しかし、未だに学び、修練す
る事は山ほどあり、興味は深まり、探究
と習得、そして実用と再構成への道は半
ばだ。活動と同時に、日本のマスコミ、
様々な著名メディア、書籍、イベント、
ワークショップ、展示、教育機関での
指導、そして本家インペーリオ・セハー
ノ正式暖簾分けの「Império Serrano 
Japão」としても、「一次情報」による
フィードバックを多数して来た。現在、
横浜市鶴見区でサンバを中心にそのルー
ツである各リズム、ブラジル史・ポルト
ガル語なども交えた打楽器のレクチャー
を行なっている。
 
　次回は、ブラ
ジ ル の リ ズ ム
レクチャーにつ
いて。今年のイ
ンペーリオ・セ
ハ ー ノ で の 活
動、日本での制作成果、今年２度目の
34 回の渡伯活動などをレポートしたい。

▲ブラジルを代表するインペーリオ・セハーノの面々。
　Foto: Tyno Cruz

足立区立渕江小学校での
ブラジル史・ポルトガル語なども交えた打楽器のレクチャー▶︎

▲サンバ・ド・トラバリャドールと筆者
余計な音、意味合いや把握の無い演奏は
存在しない。　Foto: Tyno Cruz

▼モアシール・ルース師と筆者

KTa ☆ brasil
（ケイタブラジル）

※多くの固有名詞を検索しやすい様にポルトガル語表記にしました。
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　私は慶應義塾大学医学部の 6 年生で、
国際医学研究会という慶應義塾大学の公
認学生団体に所属している。1978 年に
設立され、以降医学部 6 年生の有志 3
名を夏休みにブラジルへ派遣し続けてお
り、私は第 47 次派遣団の学生責任者を
務めた。昨年度に引き続き岸和田さんよ
りお話を頂戴し、ブラジルでの経験につ
いて執筆させていただく。このような雑
誌に寄稿するのは初めてだが、少しでも
多くの皆様に楽しんでいただければ幸い
である。
　派遣団は毎年 3 名の医学部 6 年生と
慶應義塾大学病院の医師により構成され
ている。本年度派遣団は阪埜裕理（学生
責任者）、藤塚晴紀（会計）、原田沙也加

（渉外）、そして慶應義塾大学医学部一般
消化器外科の長谷川康先生、以上 4 名
であり、全員にとって初めてのブラジル
であった。

アクシデントを経て
無事ブラジル到着

　30 時間にも及ぶフライトの末に空港
に着くと、本研究会の設立当初より私た
ちを支えてくださっているホストファミ
リーである肥田家の皆さまがお迎えに来
てくださっていた。かつて慶應義塾大学
病院で研修をしていた日系ブラジル人医
師である肥田ミルトン正人先生、奥様
の文子さんのご尽力により 46 年前に始
まった私たちの活動を、現在ご家族の皆
様全員で支えてくださっているのであ
る。ブラジルへ向かう途中、急遽ウガン

ダに緊急着陸し 2 時間ほど機内で待機
させられるアクシデントに見舞われ、不
安な気持ちも抱えながら空港に到着した
我々であったが、肥田家の皆様が大変温
かく出迎えてくださり、そのような気持
ちが一瞬にして吹き飛んだことをよく覚
えている。

アマゾナス州パリンチンスへ

　私たち国際医学研究会は僻地医療など
を通じて医の原点を実体験することを目
的としており、その活動は多岐にわたる。
最初に向かったのは、アマゾナス州の第
二の都市パリンチンスであった。こちら
では、本研究会が長年継続して行ってき
た活動の一つであるアマゾン川巡回診療
船同乗実習をさせていただいた。アマゾ
ン川流域のコミュニティには医療資源や
医師などが不足している地域が数多く存
在し、そちらの村々に船を用いて巡回し
医療を提供するプログラムである。私た
ち自身、初めて訪れたブラジルでの最初
の活動であり、緊張と不安を抱えながら
船に乗船したものの一緒に乗船した診療
船のメンバーが私共を非常に温かく迎え
入れてくださり、ブラジルの方々の国民
性に大変感銘を受けると同時に文化や言
語がたとえ違ったとしても心の交流がで
きることを強く実感した。本診療船では
3 つのコミュニティを巡回し、専門性の
高いものではなく主にプライマリケアな
ど基本的な医療サービスの提供を行い、
緊急度や重症度の高い疾患や精密検査な
どは街へ送り治療を行うというシステ

ムであった。このような
基本的な医療を提供する
診療船でさえ 4 ヶ月に一
回しかコミュニティに伺
うことができないという
お話を聞き、住民にとっ
ては大変貴重な医療機会
であると感じると同時に、
その居住環境の困難さや

日本にいると考える機会の少ない環境と
いうものの重要性を考えさせられる日々
であった。また、実際に住われている
住民の方々はやはり疾患の知識などが十
分でなく、高血圧など毎日薬を服用する
べき疾患を抱えながらも、自覚症状がな
いがゆえに薬を服用しないケースが少な
くなかった。そんな現状を目の当たりに
し、単なる疾患治療だけでなく、病気に
対する理解を深め、適切な服薬を促すた
めの教育の重要性を改めて認識する活動
であった。

ペルナンブーコ州の
先住民訪問

　パリンチンスでの活動を終え、次に向
かったのはレシーフェであった。レシー
フェではペルナンブーコ州ぺスケイラに
住むシュクルス族という先住民族の村を
訪問し、伝統医療についてお話を伺っ

た。シュクルス族は農耕を中心とした伝
統的な生活様式を維持し続けている先住
民族であり、自然崇拝や宗教的儀式を通
じて独自の文化を守り続けている。その
中で、パジェと呼ばれる霊的指導者が自
然からの魂を受け取り、その魂を用いて
患者を治すものとされている。しかしそ
の一方で、パジェに治すことができない
患者さんに対しては医師に治療を任せる
という判断もしており、その時代ごとの
環境や価値観に適応した形で伝統を継承
し守り続ける姿に大変感銘を受けた。こ
のような伝統医療は日本ではほとんど見
られないものである一方で、人々が他の

阪埜裕理（慶應義塾大学医学部 6 年生）

慶應義塾大学国際医学研究会
第47次派遣団が体験したブラジル

人々を想い、どうにかして救おうと奔走
する姿はそれこそが医の原点であり、そ
の想いこそが今後医療者として社会に出
る上で、常に忘れてはいけないものであ
ると実感することができた。

首都ブラジリアへ

　レシーフェの後はブラジルの首都であ
るブラジリアへと向かった。ブラジリア
ではこれまでの活動とうって変わって、
日本でさえも用いられていないような最
先端の医療機器を使用している眼科病院
の見学や、ブラジルの国会議事堂である
Palácio do Congresso Nacional の訪
問を行った。これらの場所では、本当に
ここまで見てきたブラジルと同じである
のかと目を疑うような先進的な一面を見
ることができた。同じ国内においてもこ
こまでの差異があることに驚愕し、その
分貧富の差なども大きく存在することは
想像に難くなかった。社会貢献を行う上
では広い視野を持ち、世の中の様々な側
面に目を向けながら取り組んでいくこと
の重要性を学んだ。

サンパウロの医療現場へ

　その後はサンパウロへと戻り、公立病
院や私立病院など異なった種類の病院見
学や、現地大学での医学生との会議など
を主に活動を行った。ブラジルには無料
で全ての医療を受けることができる保険
診療を行う公立病院と自費診療を行う私
立病院の二つが存在する。無料で医療を
受けられると聞くととても聞こえはいい
が、州によってはこの保険診療がパンク
してしまっている地域があり、実際に疾
患を患ったとしても診察をしてもらえる
のが 1 年後というようなことも珍しく

ない。また実際に提供
される医療の質や病院
の設備の豊かさも公立
病院と私立病院では雲
泥の差があり、全ての
患者を平等に扱うわけ
ではなく、お金を支払
えば支払うほどより良
い医療を享受できると
いう価値観が全ての国

民に受け入れられていた。このような考
え方を知ることは、理解しつつもつい忘
れてしまうような現在の日本の国民皆保
険制度がどれだけ恵まれているかを再認
識するきっかけとなった。またそれと同
時に、現在の逼迫する財政状況と少子高
齢化が進む日本において今後どのように
制度を改革していくべきであるかを考え
る上で大変貴重なロールモデルであると
考えられ、これからの日本の保険医療を
担う我々にとって大変貴重な学びとなる
ものであった。
　また、私たちはブラジル最高峰の大学
であるサンパウロ大学や、サンパウロ州
立パウリスタ大学において、日本の医療
についてポルトガル語で発表を行うた
め、ブラジル渡航準備中の約 1 年間ポ
ルトガル語を勉強しており、実際にその
成果を発表する場を設けていただいた。
日本では他国の言語を使うことはおろ
か、大勢の前で発表を行う機会すら乏し
いため団員 3 名とも大変緊張の面持ち
であったが、無事勉強の成果を発揮する
ことができ、現地の先生方や学生からお
褒めの言葉をいただいた。その時は率直
に心から嬉しく、改めて現地の方々の母
国語を使うことがどれだけ心の距離を縮
める上で重要であるかを実感した。今後
グローバル化の一途を辿る医療の領域に
おける言語の役割の大きさを肌で体感す
ることができ、とても貴重な経験であっ
たと感じている。
　加えて、現地の私たちと
同じ年代の医学生たちは言
語が流暢であるだけでな
く、問診や採血、救急外来
での初期対応など様々な基
礎的な医療行為を難なくこ
なすことができる。これは
実習の段階から様々な練習

の機会を与えられているからであり、こ
れには現地の医療制度が大きく関係して
いる。日本においては医学部を卒業した
だけでは医師となることはできず、医師
国家試験に合格して初めて医師免許を取
得することができ、更にその後 2 年間
の初期臨床研修を終えた時点で専門を決
め独り立ちする仕組みとなっている。一
方のブラジルは、医学部を卒業した時点
で自動的に免許が与えられ、かつ専門も
決めなければならず、そういった面で日
本より時間が限られているのである。更
に、ブラジルは上述のように保険診療と
自由診療が存在し、特に保険診療にお
いては人手が足りていない現状があるた
め、そういった機会を利用して経験を積
むシステムとなっている。自分と同年代
の医学生がすでにここまで独立して医療
を提供することができるという事実を目
の当たりにしたことは、来年から研修医
として研鑽を積んでいく我々にとって大
変刺激的であり、今後に向け大きなモチ
ベーションとなった。
　こうして約 4 週間に渡るブラジルの
旅が終わった。まだ何も医療行為を行う
ことができないような学生という身分の
中で、医療というテーマを通じて地球の
反対側まで送り出していただき、大変多
くのことを学ぶことができたと感じてい
る。また、どんな環境であってもその場
に適した形で医療に貢献されている方々
を拝見し、これまでの自分の視野の狭さ
を痛感した。学生最後の夏休みに経験さ
せていただいたことを糧として、どのよ
うな状況においても熱い志を持ち、人一
倍努力し、医療に幅広く貢献できる医師
になることを目指して頑張っていきた
い。興味を持ってくださった方は、是非
本研究会 HP より、第 47 次派遣団活動
ブログもご覧ください。最後に、私たち
の活動を支えてくださった全ての皆様方
にこの場を借りて御礼申し上げます。

▲サンパウロ大学での医学生会議

◀︎アマゾン川巡回診療船の皆様と

▲︎
先
住
民
族
集
落
訪
問

◀︎左から長谷川先生、中原先生、阪埜、藤塚、原田
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Batavo の少女とブラジル酪農事情

　ブラジル在住経験者なら、スーパーで売られるヨーグルト
やバターの商品パッケージに描かれた三角帽子に三つ編み
姿の少女に見覚えがあるだろう。今年、創業 96 年を迎える
Batavo ブランドは、パラナ州カランベイ市で生まれ、現在
はフランスの世界最大乳業メーカー、Lactalis 社の傘下に
入っているが、この少女のロゴは変わらず不動の人気を誇っ
ている。クリチバから約 140km 北西、人口約 2.3 万人のカ
ランベイは、1911 年にオランダ移民が初めて正式に入植し
た地で、この少女の装いこそオランダ本国の民族衣装だ。
　カランベイに移住したオランダ移民は本国から連れてきた
牛とともに酪農をはじめ、1925 年にはブラジルで 2 番目の
農業協同組合「オランダ酪農協同組合」を立ち上げている。
数年後に Batavo ブランドを生み出した母体であり、現在、
酪農以外のアグリビジネスも幅広く手掛ける「フリジア農産
業協同組合」の前身でもある。
　ご存じの通り、ブラジルは牛肉、大豆、トウモロコシ、オ
レンジなど世界最大級の生産量を記録する農業大国である
が、酪農ビジネスも盛んで、生乳生産国としては世界第三位
を誇る。そして、その酪農ビジネスの歴史に最も寄与したの
がオランダ移民なのである。
　

中南米最大の
酪農ビジネス展示会「アグロレイチ」

　カランベイから約 30 キロ、人口約 7.3 万人のカストロの
町はずれに「カストロランダ」という地区がある。ここもま
たオランダ移民によって開拓された地で、昨今は、毎年１回、
中南米最大の酪農展示会「アグロレイチ」の開催場所として
注目されている。
　展示会場のエキスポセンターは、オランダ風の建築群と
ドーム屋根の巨大パビリオンが聳える広大なスペースで、今
年は 8 月 6 〜 9 日に開催された。開会式でピアナ・パラナ
州副知事は、同展示会には前年度２割増の 330 社が出展し、
牛、豚、羊など合計 580 頭が展示され、最大 15 万人の来
場が見込まれているとした上で、パラナ州はブラジル有数の
酪農地帯であり、一位になる日も遠くないと勢いよく述べた。
展示会にはブラジルだけでなく南米各国の酪農関係者が集ま

り、牛乳の生産増や生産性
向上、育種改良やアニマル
ウェルフェアなどに関する
技術や製品の展示のほか、
パネルディスカッションや
セミナーが開催された。
　展示会の目玉イベントは
牛の品評会で、各地から連
れてこられた牛がパビリオ

ン内のステージで披露される。ここで出品される最高峰の品
種とされるのが、お馴染みの白地に黒の模様が美しいホルス
タイン種で、オランダ移民が本国から持ち込んだ寒冷地に強
い牛だ。かつては南米大陸には存在しない品種であったが、
今ではブラジル南部の酪農場の景色に溶け込んでいる。

観光地からみるオランダ移民の底力

　ブラジルにおけるオランダ村といえ
ば、サンパウロ州にある通称、花の街

「オランブラ」が有名。また、オランダ
との縁といえば、植民地時代の 17 世
紀前半にさかのぼり、オランダに一時
期占領されていた北東部オリンダやレ
シフェなどにもオランダ文化を感じる
街並みが残っている。一方、パラナ州
のオランダ村は旅行目的としては非常
にアクセスしにくい難点があり、知ら
れた存在からは程遠いといえる。
　クリチバ在住の筆者はカストロラン
ダとカランベイを訪れたところ、いず
れも辿り着くまでの行程は容易でないが（クリチバから高速
道路で片道 2.5 〜 3 時間）、特にカランベイにある、ブラジ
ル最大級の野外博物館といわれるカランベイ歴史公園の施設
と展示は期待をはるかに超える見応えがあった。移住 100
周年を記念して 2011 年設立というまだ新しい施設というこ
ともあり、整備された空間は非常に美しい。10 万平米の敷
地にかつてのチーズ製造工場、牛舎、学校、教会などの建物
が復元され、それぞれ解説と共に移民の歴史が丁寧に紹介さ
れているほか、閘門、防波堤、港湾、水上住宅などオランダ
が持つ水管理技術を見せている。訪問当日、筆者は閉館 1 時
間前に、本国アムステル川に架かる「マヘレの跳ね橋」を模
した小さな吊り橋を渡って入場したが、広大な敷地は展示物
が満載かつ写真映えするスポットの連続で、閉館時間の 18
時ギリギリに小走りで戻った。時わずかにして出入口となる
跳ね橋は上げられ、そのまま閉館となっ
た。取り残された来場者はいないか気
になりつつ、橋を渡るとまるでオラン
ダ旅行から帰ってきたような錯覚を覚
えた。
　野外博物館から一歩足を延ばすと、
もう一つの観光スポットがある。オラ
ンダ発の種苗会社 Kieft Seeds 社が整
備したまるで絵葉書に飛び込んだよう
なラベンダー畑だ。いずれも相当な資
金が必要であることが想像でき、決し
て数は多くないブラジルにおけるオラ
ンダ移民の底力を感じるものだった。

ブラジル最大の酪農産地と
オランダ移民の底力

ブラジル現地報告B
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◆◆◆◆◆◆ 新刊書紹介 ◆◆◆◆◆◆

『比較教育学研究 66』
（日本比較教育学会編）

　今号の特集として、コロナ禍におけ
る各国の教育現場での教員たちの経験
についての諸論考が収録されている。
米国、オランダ、オーストラリアの事
例研究に次いで、山口アンナ真美（教
育学博士、北海道教育大学講師）によ
る論文「ブラジルにおける教員の『新
たな』職務―コロナ禍で見えてきた教
員の社会的貢献」は、世界で二番目の
コロナ感染死者数を記録したブラジル
におけるコロナ禍と苦闘した教員たち
の経験を詳細に論じている。

（東信堂　2023年3月 296 頁　税込み2,200 円）

『地球上の中華料理店をめぐる冒険』
（チョック・クワン著、斎藤栄一郎訳）

　NY タイムズが絶賛した、世界中に
広がる中華料理についての歴史ドキュ
メンタリー風ルポ作品。著者は香港出

身の中国系カナダ人映像作家。米大陸
からアフリカ諸国までカバーしており、
南米はハバナ、サンパウロ、マナウス
など 5 事例を掲載。サンパウロの事例
は、不法移民の屋台からレストラン 6
店舗の経営者となった経緯が書かれ、
マナウスは台湾移民が創意工夫して現
地食材を活用したアマゾン風中華料理
を開発と、創造的面白さの本だ。

（講談社　2024年6月　444頁　2,000円＋税）

『奴隷制廃止の世紀』
（マルセル・ドリニー著、山田芙美 / 山木周重訳）

　奴隷蜂起によって 1793 年に奴隷制
廃止となったサン・ドマング（現ハイ
チ）の事例を中心に、世界における奴
隷制廃止の様々なプロセス（1793 年
～ 1888 年）を史料に基づき叙述して
いる。世界で最後に奴隷制を廃止した
ブラジルについても略述されているが
人名の初歩的な誤記（ホアキン⇒ジョ
アキン、ホセ⇒ジョゼなど）について
はお粗末というしかない。翻訳者（編
集者も）のプロ意識の欠如を感じてし
まう。折角の良書なのに、残念。

（白水社・文庫クセジュ  2024年4月 160頁 1,400 円＋税）

『世界の料理 365 日』
（青木ゆり子著）

　群馬でマンジオッカ堀りを体験した
ことのある郷土料理研究家による、「見
て、読んで楽しむ」世界の料理案内
エッセイ本。1 ページ毎に世界各地の
郷土料理について実体験に基づくミニ
解説が記述されている。ブラジルから
は、キャッサバ、ブラジル版ホットドッ
グ「カショーホ・ケンチ」、パラチのカ
シャッサ祭り、バイーアのマンジャー
ル・ブランコ（ココナッツ・プリン）、
リオのシュラスコ、と五つもエント
リー。読んで楽しい一冊。

（自由国民社　2024 年 8 月　384 頁　1,800 円＋税）

『砂糖と人類　2000 年全史』
（ウルボ・ボスマ著、吉嶺英美訳）

　名著『甘さと権力』のシドニー・ミ
ンツ教授からのアドバイス「大西洋を
中心に書かれてきた砂糖の歴史にアジ
アの製糖の歴史を加えるべし」に従っ
たオランダ人研究者による歴史研究の
成果が本書。アジアから西に向かった
砂糖の世界は、黒人奴隷制に基づいて
急速に拡大したが、科学と蒸気機関の
登場で砂糖資本主義のレベルが急上昇
し、並行して環境破壊から過剰摂取に
よる健康被害まで引き起こす。分厚い
研究書だが熟読する価値あり。

（河出書房新社　2024年9月　516頁　3,900円＋税）

新刊書新刊書
紹介紹介
新刊書
紹介

山本綾子
（『ブラジル・カルチャー図鑑』

編著者、クリチバ在住）
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▲オランダ初期移民の像
（カランベイ歴史公園）筆者撮影

　私は、東京外国語大学でポルトガル語を専攻している。大
学の特色のひとつとして留学生が多くいることが挙げられる
が、ブラジルからの留学生も在籍しており、私はこれまでそ
のうち 20 名ほどのブラジル人と交流してきた。授業でブラ
ジル人留学生と関わることはほとんどないが、学食で共に昼
食をとったり遊びに行ったりすることで仲を深めているの
で、日本にいながら、いつでもブラジル人と会話できる環境
で大学生活を送ることができている。彼らは、誰に対しても
オープンで優しく、思いやりがある。私の拙いポルトガル語
を理解しようとする姿勢には感謝するばかりである。
　私のブラジルやブラジル人とのつながりは大学だけにとど
まらない。例えば「一般社団法人光 JS みらい」も私とブラ
ジルを結びつけてくれる重要な存在だ。現在この団体で学生
スタッフとして活動しているが、そのきっかけは偶然の巡り
合わせだった。ある日、ブラジル人留学生と一緒に昼食をと
るためにブラジル料理店を訪れたところ、ちょうど「光 JS
みらい」が主催する「Café Bate-papo（カフェバチパポ）」
というイベントが開催されていた。状況もよく分からないま
まイベントに参加し、初対面の方々とポルトガル語での会話

を楽しんだ。この時は参加者という立場に過ぎなかったのだ
が、この出会いがきっかけとなりその後まさかこのイベント
のファシリテーターになるとは思ってもみなかった。
　「光 JS みらい」では、ブラジルに関連するイベントの企
画や運営にも携わっているが、それまでブラジルに馴染みの
なかった私にとって、活動を通して出会う人から聞くブラジ
ル特有の文化や現地での生活の話は魅力的で、その奥深さに
ますます魅了されるようになった。さらに、活動を通じて日
本にいるブラジル人とも多く知り合い、彼らの才能や勤勉さ、
人間性の素晴らしさに感化されながら、ポルトガル語の学習
に対するモチベーションも一層高まっている。
　そんな素敵なブラジル人やブラジル好きの方々と共に数々
のブラジルに関連したイベントを作り上げている。現在構想
しているのが、11 月 24 日東京都の小岩駅周辺で開催予定
の「BRAZIL QUEST（ブラジルクエスト）」というイベン
トである。ブラジル料理や音楽、クイズなどブラジルらしさ
が盛りだくさんのイベントなので、今この文章を読んでくだ
さっている方々にもぜひ遊びに来ていただきたいと思う。

ブラジルに魅了されて 有馬 倖（東京外国語大学）
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1. はじめに

　近年、企業活動が社会にもたらす負の影響について国際的な関
心が高まっており、2011 年には国連人権理事会で「ビジネスと
人権に関する指導原則」が合意された。日本政府も、2020 年に

「ビジネスと人権」に関する行動計画を策定した。この中では人
権デューディリジェンスの必要性にも言及されており、日本では
各業界団体なども人権に関する取り組みを推進している。
　ブラジルにおいても、同テーマに対する関心が徐々に高まって
いるため、本稿では、同テーマに関するブラジルにおける現時点
の状況を具体的な事例を紹介しつつ解説する。

2. 既存の法律

　ビジネスと人権という観点では、奴隷労働、人身売買及び児童
労働は憲法又は法律においてすでに禁止されている。また、近年
のビジネスと人権というテーマは、自社の事業活動による人権侵
害だけではなく、下請企業やサプライヤーによる人権侵害も含む
形で議論・法制化されている。この観点で言えば、ブラジルにお
いては、労働法上、自社業務を下請企業に委託した場合、当該下
請企業の従業員の労働債務について発注者が責任を負うため、労
働債務についてはすでに一定程度カバーされている。
　ただし、下請企業やサプライヤーによる人権侵害を防止するた
めのデューディリジェンスの実施義務や人権侵害が生じた場合の
発注者などの第三者による補償義務を規定する法律は存在しな
い。

3. 人権とビジネスに関する国家基本法案

　2022 年 3 月、人権に関する公共政策を推進するための基本方
針を定める人権とビジネスに関する国家基本法という法案（Lei 
Marco Nacional sobre Direitos Humanos e Empresas：
Projeto de Lei nº 572/2022）が国会に提出された。本法案に
関する議論はまだ初期段階にあるため、実際に法制化されるとし
ても内容が大きく修正される可能性があるが、ビジネスと人権に
関してブラジルでどのような議論が現在行われているか、また、
今後どのような義務が制定され得るかの参考として、本法案の概
要を紹介する。
(1) 基本原則
　基本原則として、以下の 9 つの原則を規定する。
①人権の普遍性、不可分性、不可侵性、相互依存性
②国家による人権の尊重、保護、保障
③人権に関するルールがあらゆる協定（経済、貿易、サービス、

投資などに関する協定を含む）に優先する
④企業による人権侵害に対して被害者や地域社会が完全な補償を

受ける権利
⑤影響を受ける人が、事前の、自由で、十分な情報に基づいた誠

実な協議を受ける権利と同意を行う権利の確保
⑥人権に関するルール間に矛盾がある場合、影響を受ける人に最

も有利なルールが優先される
⑦人権に関するあるルールに複数の解釈がある場合、影響を受け

る人に最も有利な解釈が優先される
⑧本法に定めるルールの遵守の実施、監視、定期的評価
⑨人権侵害の影響を受ける人や地域社会、労働者、市民、団体、

社会運動並びにそれらのネットワークや組織の不処罰・不起訴
(2) 企業の義務
　企業の義務として以下を規定する。
①人権侵害の特定、防止、管理及び是正するためのデューディリ

ジェンスの実施
②予防、監視、救済システム（6 か月ごとの人権報告書の作成、

損害賠償が完了するまでの企業による基金の創設など）
③企業活動における人権の促進、尊重及び確保（児童労働や強制

労働を禁止する国内外のルールの尊重、1989 年の原住民及び
種族民条約の尊重、人権尊重に関する企業の体制や方針の公表、
事前かつ十分な事前の情報提供に基づく影響を受ける人々との
協議及び同意の取得など）

(3) 連帯責任
サプライチェーンに含まれるすべての企業が人権侵害について連
帯責任を負うことが規定され、これには、支配企業、被支配企業、
投資家、下請業者、当該ビジネスに投資を行い又は当該ビジネス
から利益を得ている国内外の金融機関が含まれ、また、直接的な
契約の有無は問わない。
(4) 個人やコミュニティの保護
　影響を受ける個人やコニュニティの保護を目的として、立証責
任の転換の可能性、企業との交渉における社会的弱者への支援（公
選弁護人よる支援など）、司法手続への無料アクセス、原住民な
どの影響を受ける人々が、事前の、自由で、十分な情報に基づい
た誠実な協議を受ける権利と同意を行う権利の確保が規定されて
いる。

4. 実際の事例

　ビジネスと人権の観点で最近ブラジルで問題となった事例をい
くつか紹介する。
① 2024 年 2 月、ワイナリーがブドウの収穫を外部業者に委託し

ていたところ、受託会社の労働者が奴隷のような待遇で働かさ
れていることが発覚した。

② RSPO（持続可能なパーム油のための円卓会議）が、2023 年
3 月、先住民が有する土地を侵害している可能性があることを
理由にブラジルで唯一 RSPO 認証を有している Agropalma
社の認証を一時停止した。

③食肉メーカーである JBS が、2024 年 2 月、ニューヨーク州
司法省から、グリーンウォッシング（環境配慮をしているよう
に装うこと）を理由に提訴された。

ブラジルにおける「ビジネスと人権」
に関する取組みの現状 柏 健吾

（TMI 総合法律事務所
日本法弁護士現在ブラジルで勤務）
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　男女間の給与平等は、ジェンダー平等や労働権に関する議論の中
心的なテーマです。ブラジルでは、1988 年の連邦憲法で男女の権利
の平等が保証されましたが、実態としては給与格差が存在していま
す。このため、平等な給与を促進するための法律制定や公共政策が
実施されています。本記事では、ブラジルにおける給与平等法の軌跡、
その主要な課題、そして将来への展望を考察します。

給与平等に関する主な法的規定

　ブラジルにおける給与平等は、複数の法律や規制によって規定さ
れています。

1. 労働法典（CLT）：性別、年齢、肌の色、婚姻状況に基づく給与、
職務、または採用基準の区別がないことを強調しています。

2.1988 年連邦憲法：男性と女性が同等の価値のある仕事に対して
同等の給与を受け取る権利があることを定めています。

3. 法第 14,457 号 /2022：給与の透明性を向上させるための措置
を定めており、100 人以上の従業員を持つ企業に対して、従業
員の給与データを性別、人種、その他の関連基準に分けて半年
ごとに報告することを義務付けています。

給与平等法に準拠するために企業が行うべきこと

　ブラジルの給与平等に関する現行法に準拠するため、企業は以下
の行動を遵守する必要があります。

1. 給与透明性報告の公開：法第 14,457 号 /2022 に基づき、100
人以上の従業員を持つ企業は、従業員の給与を性別、人種、そ
の他の関連基準に分けて半年ごとの報告書を公開する必要があ
ります。

2. 公正な報酬政策の実施：企業は、CLT に従い、同等の価値のあ
る仕事に対して男女が同等の給与を受け取ることを保証する明
確な政策を確立しなければなりません。これらの政策は、従業
員に明確に伝えられ、採用、昇進、及び業績評価のプロセスに
組み込まれるべきです。

3. 定期的な内部監査：内部給与監査を実施し、給与の不均衡を特
定し、必要に応じて是正措置を講じます。

4. トレーニングと認識向上：職場におけるジェンダー平等及び非
差別に関するトレーニングやワークショップを実施します。管
理職及び従業員の認識を高めることは、給与格差に寄与する差
別的な慣行を防ぐために不可欠です。

5. 匿名報告システムの強化：従業員が差別的慣行や給与格差を報
告するために、企業は安全で匿名のチャネルを設けます。

給与平等基準に違反した場合の罰則等

　給与平等基準に違反した場合、企業には以下のようなさまざまな
罰則等が科される可能性があります。

1. 行政罰：給与平等基準に従わない企業は、違反の重大さや企業
の規模に応じて罰金が科されることがあります。

2. 訴訟及び賠償：給与に関して差別を受けたと感じた従業員は、
雇用主を相手取って訴訟を起こすことができます。裁判所は企
業に対して、精神的及び物質的な損害に対する多額の賠償を命
じることがあります。

3. 労働省公労働検察庁（MPT）の介入：MPT は給与差別の事例
に介入し、企業に対してその慣行を修正し、法令を遵守するよ
う要求することができます。

4. レピュテーションリスク：給与平等基準に違反することは、企
業の評判にダメージを与える可能性があります。特に企業の社
会的責任に対する関心が高まる市場においては、このことが顧
客、パートナー、及び人材の喪失につながることがあります。

　法律では給与平等が規定されているものの、企業が法令を遵守し
ていることを保証するためのメカニズムはほとんどありません。そ
もそも給与報告書を公開している企業はわずかで、さらに給与差別
の事例のうち罰金や制裁が科されるのは 15% と実効性が低い状況に
あります。

ブラジルにおける給与平等の現状と課題

　ブラジルの男女給与平等の実態は理想からほど遠いことが明らか
になっています。ブラジル地理統計研究所が 2022 年に実施した調査
によると、女性は同じ職位で同じ資格を持っている場合でも、平均
して男性より給与が 22% 低くなっています。女性の 60% が給与水
準が低いとされるサービスセクターに従事しています。一方で、管
理職や取締役職に就いている女性はわずか 20% となっています。最
初の子供を持った後、女性が昇進する確率は 30% 減少するという研
究結果もあります。これらのデータは、ブラジルが先進国と比べて
遅れを取っていることを示しています。
　黒人や先住民族の女性にとってさらに困難な状況です。彼女たち
は性別と人種に基づく二重の差別に直面しています。2023 年にはブ
ラジルの黒人女性の収入は白人男性と比べて 44% 低いことが報告さ
れています。これは、ジェンダーを超えて、人種や社会階級をも包
含する不平等を反映しています。

ブラジルにおける将来の展望

　男女間の給与格差を解消することは、ブラジル経済全体の成長、
企業競争力の向上、教育、健康を含めた国民の生活の質の向上につ
ながります。法律や各種政策の実効性の向上に加え、企業による透
明性報告、監査の実施、政府によるインセンティブ付与、企業によ
る多様性・ジェンダー平等を重視する組織文化の育成、これらを組
み合わせた包括的なアプローチを採用することで、ブラジルは給与
平等において大きな進展を遂げることができるでしょう。

  連 載 ★勘どころ 〜税務＆ホットトピック〜

ブラジルの給与平等法：
より公平な未来に向けた
進展と課題 天野義仁

（KPMG ブラジル
ジャパンデスク

責任者）

佐々木健文
（KPMG ブラジル

ジャパンデスク
マネージャー）

Valter Shimidu
（KPMG ブラジル

パートナー）
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エ ッ セ イ

　私は驚いた。一人の若いブラジル人女性が壇上に上がったか
と思うと、流暢な日本語で『残酷な天使のテーゼ』を熱唱し始
めたのだ。
　これは、去る7月12日〜14日にサンパウロで開催された日本
祭りでのできごとである。私はその日、翌日にメインステージ
にてパフォーマンスを行う予定だった歌手・ZENKYU 氏のア
シスタントとしてリハーサルに同行していた。
　リハーサルが無事終わり、会場内を散策していた時だった。
とあるブースでカラオケコーナーが開催されており、希望者が
好きな曲を申告して順番に歌っていた。そこで耳に飛び込んで
きたのが前述の『残酷な天使のテーゼ』だ。日本語の歌を流暢
に歌う彼女もさることながら、もっと驚いたのは、近くにいた
人々が集まりだし聴き入っていたことである。彼らの内、どれ
くらいの人が日本語の歌詞を理解しているのだろうか？ などと
素朴な疑問が浮かんだが、そんな疑問が浮かぶ程度には耳目を
集めていた。

　話は変わり、翌日の ZENKYU 氏のステージに移る。約 15
分ほどの間に 2 曲オリジナル楽曲を披露した ZENKYU 氏だっ
たが、そこでも私は再び驚かされることになる。
　それは、2 曲目の『百と十六年の轍』という日本語で書かれ
た楽曲だった。戦後すぐアマゾンに入植したとある日本人女性
の体験談を基に、日系移民の思いを歌い上げた氏のオリジナル

楽曲だったのだが、歌い終え
た時、1 曲目のポルトガル語
の楽曲よりも拍手が大きかっ
た気がしたのだ。
　もちろん、ZENKYU 氏の
パフォーマンスが素晴らし
かったのは言うまでもない。
だが、会場にいる人は日系の
人々だけではない。むしろ日
本語の歌詞など分からない人
のほうが多いはずだ。それに
も関わらず、こんなにもたく
さんの人がじっと聴き入り、
心を動かされている…私は、
ブラジルに響く日本の歌の力
を目の当たりにし、大変な衝
撃を受けたのだった。
　実は、この度初めてブラジ

ルに足を踏み入れた私にとって、人々とのコミュニケーション
はなかなか難易度が高かった。というのも、諸外国の例に漏れ
ず、ブラジルの人々も顔立ちでルーツを判断することがほぼ不
可能なのだ。

　大学時代に専攻していたスペイン語ではほとんど太刀打ちで
きず、英語と挨拶程度のポルトガル語でなんとかやり過ごす
日々。そんな中で、『およそ日本人的ではない外見の方が流暢
に日本語で話す』、あるいは『日本人と言われて全く疑わない
外見（時にお名前も）の方が実は全く日本語を話せない』とい
う状況は大いに私を混乱させた。
　私は東京外国語大学に在学中、メキシコで 8 か月程インター
ンをさせていただいたことがあるのだが、メキシコではこのよ
うな戸惑いはあまり感じたことがなかったように思う。
　改めて調べてみると、ブラジルへの移民は 1908 年に笠戸丸
で渡った 781 名に始まり、第二次世界大戦を経て今日までに
約 24 万人（戦前 18 万、戦後 6 万）に上る。（『ブラジル日系
移民史料館ガイド』より）
　一方、メキシコへの移民開始はブラジルより少し早い 1897
年であるものの、
35 名 と い う 少
ない人数であり、
2016 年 の 時 点
でも日系人全体、
つまり日系 1 世
とその子孫を併
せ て 2 万 人 と
なっている。（『あ
かね　在メキシ
コ日系移民・春
日光子とその短歌』より）
　ラテンアメリカという同じくくりで語られる両国だが、ブ
ラジルの方が圧倒的に日系社会の規模は大きかったのである。
知っているつもりでも、実際に現地に身を置いてみて初めて実
感として理解できることは多い。今回の経験もまさしくそれで
あった。

　とある年配の日系2世の方がおっしゃっていた。『最近は5世、
6 世と世代が下り、自分が日系であることをあまり意識してい
ない人も増えた。日本語や日本でのルーツに興味を持つ人も少
なくなっている。』と。それは自然なことだ、と彼は続けたが、
少し寂しそうなその顔がなぜか強く印象に残っている。
　現在私は『榛名さと』名義で俳優・ポートレートモデルとし
ても活動しており、中でも戦前の人々の史料を訪ね、その姿を
現代に復刻する活動に力を入れている。そんな私にとって、今
回の日伯の歴史に思いを馳せる旅は非常に貴重な経験となっ
た。

　ブラジルでご縁をいただいた皆様に心より感謝申し上げ、今
後の活動の糧としていきたい。

ブラジルに響く、日本の歌
浜松城がブラジルカラーに染まる
多文化共生を象徴する一夜
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中里春奈
（研修コーディネーター）

文責：在浜松ブラジル総領事館、Ｊ１株式会社
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浜松城ライトアップ～ブラジルカラーに

　９月７日、浜松城がブラジルカラーにライトアップされた。
この日はブラジルの独立記念日であり、在浜松ブラジル総領
事館が主催するイベント「ブラジルナショナルデー」の一環
として、初めて行われた取り組みである。浜松市のシンボル
である浜松城が、ブラジル国旗の象徴である緑と黄色で彩ら
れた。
　ライトアップの点灯式には、浜松市長の中野祐介氏、湖西
市長の影山剛士氏をはじめ、県内外の行政関係者や企業、学
校関係者、アーティストらが参加した。浜松城天守閣前広場
で、ブラジルと日本の国歌が斉唱される中、たくさんの市民
や外国人住民が集まり、ブラジル文化に触れる貴重な機会と
なった。特に、浜松市内のブラジル人学校に通う子どもたち
による合唱は、この日のハイライトとなり、多くの観客の心
を打った。これらの子どもたちの多くは、実際にはブラジル
を訪れたことがなく、このようなイベントを通じて、彼らの
祖国との絆が深まる重要な役割を果たしたと言える。

ブラジルナショナルデー

　同日 11 時から 18 時にかけては、「ブラジルナショナル
デー」のメインイベントが浜松城公園内で開催された。この
イベントでは、カポエイラやダンス、ブラジルのポピュラー
ミュージック（MPB）、フォホー、サンバ、ボサノヴァなど、
ブラジルを代表する音楽や文化が披露され、日本人や他国籍
の観客にも大いに喜ばれた。特に、ブラジル人学校の子ども
たちによるパフォーマンスは、多くの注目を集め、ブラジル
の伝統文化が次世代にしっかりと受け継がれていることを強
く感じさせた。
　また、会場には数多くのキッチンカーが並び、パステル、
コシーニャ、シュラスコなど、ブラジルの定番料理が提供さ
れた。これにより、浜松の多文化共生を象徴する場となった。
ブラジル料理は浜松市内でも人気があり、来場者が列を作る
光景が見られた。
　このイベントの背後には、浜松市内で存在感を増すブラジ
ル人コミュニティがある。浜松市は、日本国内でも有数のブ

ラジル人が居
住 す る 都 市
で、その歴史
は 1990 年
代に遡る。バ
ブ ル 崩 壊 後
の日本では、

労働力不足を補うた
め、多くの外国人労
働 者 が 受 け 入 れ ら
れ、ブラジルからの
労働者は自動車産業
や楽器製造業などで
大きな役割を果たし
てきた。浜松はヤマ
ハやスズキなどの世
界的な企業の本拠地
であり、これらの企
業が積極的に外国人
労働者を採用してきたことも、同市が「日本の中のブラジル」
と呼ばれる所以である。
　浜松城も、イベントの舞台として特別な意味を持つ。もと
もとこの城は 16 世紀に築かれ、徳川家康が居城とした歴史
的な場所である。家康が城主を務めた 17 年間、浜松城は徳
川幕府の基盤を築く上で重要な役割を果たした。その後、城
は戦国時代や江戸時代を通じて多くの変遷を経て、1958 年
に再建された。現在では、市民や観光客に愛される観光名所
として、浜松市の象徴的存在である。
　浜松城のライトアップは、ブラジルと日本の交流が深まる
中で、特にこの地域に住むブラジル人コミュニティにとって
象徴的な出来事となった。ライトアップという視覚的な演出
は、地域社会におけるブラジル文化の存在感を際立たせるも

のとなり、両国の文化が
共存し、共に祝われるこ
のようなイベントが、多
文化共生を推進する上で
今後も重要な役割を果た
すことが期待される。

▲ブラジル人学校の生
徒による発表の様子

▶︎ジャンプ・キッズの
発表の様子

▼カポエラ・バラウー
ナの発表の様子

◀︎浜松城天守閣点灯式典ご来賓記念撮影の様子

▲キッチンカーの様子
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マナウス在住作家の訃報

　8月12日の未明、作家・劇作家マルシオ・ソウザがマナウスで亡
くなった。享年78。マナウスで生まれ育ち、大学教育はサンパ
ウロ大学（専攻:社会科学）で受けているが、劇作家、演出家、小
説家、ジャーナリストとして活躍したのもマナウスにおいてで
あった、という文字通り正真正銘のアマゾン文化人であった。彼
は州政府の文化財団理事長などの公職にも長年携わっていたこと
もあって、アマゾナス州政府は、三日間の公式服喪を宣言した。
　マルシオ・ソウザの小説は筆者も夢中になって読み進んだ経験
があるので、私的なメモを重ねてみたい。

1983年3月、サンフランシスコ

　既に40年以上前の話になるが、筆者は、所用で米国へ出張し
た時、サンフランシスコではチャイナタウンで空腹を満たす直
前、中華レストラン街の端に小さな書店があったので、衝動的に
入ってみた。入口近くのところに平積みされていたペーパーバッ
ク（Avon Books）二冊がブラジル文学の英訳版であることに気
付き、早速購入し、ホテルに戻ってから読み始めることに。一冊
は、ジョルジ・アマード『ガブリエラ、丁字と肉桂』で、もう一冊
がマルシオ・ソウザ『アマゾンの皇帝』であったが、このアマゾン
小説がやたらと面白く読みながらコーフンしてしまったことがい
まだに記憶に残っている。
　この時の偶然の出会いから 5 年後、邦訳版（『アマゾンの皇帝』
旦敬介訳、弘文堂、1988 年）が刊行されたので、改めて日本語で再読
したが、マルシオ・ソウザの小説世界の魅力を再確認することに
なった。

『アマゾンの皇帝』（原題：ガルベス、アクレの皇帝）とは

　邦訳書に付された帯の宣伝文句は、「世界中のすべての革命の
なかで最も短く、最も享楽的、最も陽気なジャングルの革命王国
をめぐる艶やかな叙事詩　一躍世界の表舞台に登場したベストセ

ラー」というものであったが、
このポップ小説は、アクレ独立
革命という実際の史実に基づく、
パロディーたっぷりフィクショ
ン作品である。
　まず、この小説のもととなっ
た歴史的事実をざっくり復習し
ておこう。
　アマゾン奥地のアクレ地方（現
在はアクレ州）とボリビアとの
国境線が最終確定していなかっ
た 19 世紀末、天然ゴム景気に

沸く同地方にやってきたスペイン人冒険家ガルベスが、権謀術数
を弄して「アクレ共和国大統領」に就任（1899 年 7 月 14 日）したも
のの、その 5 か月後（同年 12 月 28 日）には失脚、と超短期政権に
終わったのが、“アクレ独立革命”であった。このアクレ共和国は
1903 年までの 3 年間ほど存在し、独自の郵便切手まで発行した
りしたが、なんともドタバタ喜劇の如く生まれ消滅した“独立革命”
であった。
　本文が始まる前の扉ページに「途方もなく華々しきアマゾニア
の諸都市におけるドン・ルイス・ガルベスの稀に見る冒険ならびに
アクレ地方領土の笑激的征服。読者の悦楽のためにここに理性の
敵切なる均衡にのっとって描き出される。」という冒頭メッセージ
が記されているが、主人公ガルベスの物語の舞台は、ベレンやマ
ラジョ島から始まり、アマゾン河中流域で運航される輸送船だっ
たり、アクレだったり、と広大なアマゾンを動き回りながら、活
劇が展開され、恋物語も並行して錯綜し、それが半頁くらいの短
文が重なり合うスタイルで文章が続くので、読者には読み進みや
すい構成になっている。
　本書はブラジルで刊行されるやベストセラーとなり、米国でも
英訳版（1983 年刊行）が出版されると、ニューヨークタイムズ書評
で「ブラジルのフロンティアをめぐる空想豊かな物語。人をつか
んで放さない。ソウザはいくら称賛されても足りないくらいだ。」
と絶賛されたこともあって、米国でもベストセラーになったのだ。

内なるユダヤ性との葛藤

　1980 年刊行の『マッド・マリア』
は、20 世紀初頭、ロンドニア州で
難工事（工事中事故や熱帯病による死者

は 6 千とも 2 万とも）の末、1912 年
に完工したマデイラ・マモレ鉄道
の建設にまつわる歴史物語だが、
2005 年にグローボ TV でドラマ化（全 35 話）され、大いに話題と
なった。このドラマにはアナ・パウラ・アロジオ、アントニオ・ファ
グンデス、トニー・ラモス、ファビオ・アスンサゥンといった有
名俳優が複数参加したこともあって、完成度も高かったから、原
作者マルシオ・ソウザに改めて脚光が当てられたのであった。
　紙幅もなくなったので、彼のユダヤアイデンティティについて
略述しておきたい。
　彼のルーツは、19 世紀モロッコからアマゾンへ移住したセファ
ルディ系ユダヤ人であり、彼のユダヤ論には、イスラエル訪問（ファ
ミリーのなかで初めてイスラエルへ“帰還”し、エルサレムの「嘆
きの壁」に立ち会えたと）やブラジル史におけるユダヤ人のプレ
ゼンスなどについて書き込まれているが、彼は通常の文学活動で
は「自分はユダヤ人だ」と公言することはほとんどなかった。筆
者としては、この“内なるユダヤ性”と文学との関係を深読みし
たいと考えている。合掌。

連載 文 化 評 論
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ブラジル文学に新境地を切り開いた
作家マルシオ・ソウザの死
アマゾン発の小説作品は
強烈に面白かった
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岸和田仁（『ブラジル特報』編集人）

Jornal Rascunho®

▲『アマゾンの皇帝』表紙

▲ユダヤ論集（M・シクリアール
と M・ソウザの共著）
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